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欠
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
２
０
１
９
年
よ
り
施
工
さ
れ
た
「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
の
５
年
間
の
猶
予
期
間
が
終

わ
り
本
年
４
月
よ
り
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
業

界
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
発
注
者
と
し
て
各
種
対
応
（
施
工
時
期
の

平
準
化
、
適
正
な
工
期
設
定
、
週
休
２
日
の
取
り

組
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
導
入
、
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
遠
隔
臨
場
の
導
入
等
々
）
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
建
設
業
界
で
は
就
労

者
の
高
齢
化
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
組
織
体
制
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
円
滑
な
世
代
交
代
を
進
め
、
ベ
テ

ラ
ン
職
人
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
の
継
承
と
Ｉ
Ｔ

時
代
に
育
っ
た
若
年
職
人
と
の
連
携
・
融
合
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

建
設
会
社
は
、
単
に
建
築
物
を
建
て
る
だ
け
の

存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
発
生
時
に
は
被
災

情
報
の
収
集
や
道
路
の
復
旧
、
応
急
復
旧
工
事
な

ど
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
生
活
基
盤
を
支
え

る
要
と
し
て
地
域
住
民
の

生
活
環
境
改
善
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
直
結
す
る

地
域
に
根
ざ
し
た
建
設
会

社
の
役
割
は
大
き
く
、
あ

ら
た
め
て
地
域
の
守
り
手

と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
、
多

様
な
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
労
働
災
害
を
防
ぐ
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

従
業
員
が
安
全
に
健
康
か

つ
快
適
な
環
境
で
働
け
る

よ
う
、
で
き
る
取
り
組
み

か
ら
着
実
に
進
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご あ い さ つ
今年４月に管内の国・県の出先機関等に新しく着任された所属長様から

今年度の重点施策や取組みなどについて寄稿していただきました。

関
東
森
林
管
理
局

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
所
長

　
小
田
嶋 

信
宏
　
氏

流
に
堆
積
す
る
不
安
定
土
砂
の
固
定
及
び
流
出
防

止
を
図
る
な
ど
の
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い
る
行

政
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
に
よ
る

国
土
強
靭
化
を
進
め
る
た
め
、「
防
災
・
減
災
・

国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に

基
づ
い
て
荒
廃
山
地
の
復
旧
は
も
と
よ
り
、
被
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対

策
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
地
域
の
皆

様
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
、
環
境
に
配
慮
し
な

が
ら
着
実
な
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
て
約
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
地
震
直
後
に
ヘ
リ
調
査
や
緊
急
調

査
の
た
め
関
東
森
林
管
理
局
を
含
め
た
各
局
か
ら

職
員
派
遣
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
本

格
的
な
復
旧
対
応
の
た
め
設
置
さ
れ
た
奥
能
登
地

区
山
地
災
害
復
旧
対
策
室
に
は
関
東
森
林
管
理
局

か
ら
も
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建

設
業
界
か
ら
も
支
援
物
資
の
提
供
や
復
旧
支
援
へ

の
対
応
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
幅
広
い
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

静
岡
県
に
お
い
て
も
、
令
和
３
年
７
月
の
熱
海

市
伊
豆
山
土
石
流
災
害
、
令
和
４
年
９
月
の
台
風

15
号
豪
雨
災
害
、
令
和
５
年
６
月
の
台
風
２
号
豪

雨
災
害
、
８
月
の
諸
子
沢
地
す
べ
り
災
害
な
ど
、

近
年
は
、
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
た
気
候
変
動
に

伴
い
毎
年
の
よ
う
に
大
型
台
風
や
線
状
降
水
帯
に

よ
る
大
雨
が
発
生
し
て
お
り
、
全
国
的
に
多
く
の

災
害
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
非
常
時

に
お
い
て
は
地
元
建
設
業
界
の
協
力
が
必
要
不
可

　

４
月
か
ら
所
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
小
田
嶋
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

井
川
湖
上
流
に
位
置
す
る
大
井
川
地
区
の
民
有

林
直
轄
治
山
事
業
は
昭
和
41
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
榛
原
川
地
区
を
追
加
し
大
井
川
治
山
セ

ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平
成
13
年
度

か
ら
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
平
成
13
年
の
開
所
時
に
赴
任

し
て
３
年
４
ヵ
月
勤
務
し
て
お
り
、
約
20
年
ぶ
り

と
な
る
古
巣
の
勤
務
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
の
荒

廃
箇
所
が
見
違
え
る
よ
う
に
復
旧
し
て
い
る
現
状

を
見
る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
は
、
一
級
河
川
大
井
川

の
上
・
中
流
域
に
位
置
す
る
民
有
林
に
お
い
て
、

中
央
構
造
線
、
糸
魚
川
︱
静
岡
構
造
線
に
挟
ま
れ

た
極
め
て
脆
弱
な
地
質
と
急
峻
な
地
形
に
加
え
、

降
雨
も
多
く
高
標
高
と
い
う
厳
し
い
自
然
条
件
の

な
か
、
広
範
囲
に
わ
た
る
崩
壊
地
の
復
旧
や
、
渓

［
前
職
］ 
関
東
森
林
管
理
局
　
計
画
保
全
部

 

治
山
技
術
専
門
官

大井川地区（東沢：山腹工）榛原川地区（ホーキ薙：山腹工）
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〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
界
の
皆
様
に
は
、
農
林
業
の
生
産
基
盤

の
整
備
や
地
域
住
民
の
安
全
な
生
活
を
支
え
る
工

事
な
ど
に
従
事
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。  

　

県
で
は
、
事
業
の
発
注
者
と
し
て
適
正
な
事

業
執
行
と
工
事
管
理
に
注
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、

作
業
現
場
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
図

り
、工
事
施
工
環
境
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

協
会
員
の
皆
様
方
に
は
工
事
の
安
全
確
保
を
図

り
つ
つ
、
引
き
続
き
、
県
民
の
立
場
、
利
用
者
の

立
場
を
踏
ま
え
、
質
の
高
い
安
全
な
工
事
の
施
工

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長

　
中
村 
友
之
　
氏

　

私
は
、
令
和
６
年
４
月 
に
志
太
榛
原
農
林
事

務
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
主
に
農
業
生

産
振
興
関
係
の
業
務
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
、
建
設
業
関
係
の
皆
様
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
接
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
1
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

御
挨
拶
に
あ
た
り
ま
し
て
、
日
頃
、
県
の
農
業
、

農
地
・
土
地
改
良
、
森
林
・
林
業
行
政
に
御
理

解
、
御
支
援
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
復
旧
業
務
に
お
い

て
も
、
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

県
は
、
一
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
計

画
「
静
岡
県
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
分
野
別
計
画
と
な
る
「
食
と
農
の
基
本

計
画
」（
農
業
部
門
）、「
農
業
農
村
整
備
み
ら
い

プ
ラ
ン
２
０
２
２
︱
２
０
２
５
」（
農
業
農
村
整

備
部
門
）、「
森
林
共
生
基
本
計
画
２
０
２
２
︱
２

０
２
５
」（
森
林
・
林
業
部
門
）
に
基
づ
き
、
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
当
事
務
所
に
お
い
て

も
、「
地
域
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
作
成
し
、

志
太
榛
原
管
内
の
農
林
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
農
業
部
門
で

は
、
管
内
の
主
力
品
目
で
あ
る
「
茶
」
に
つ
い
て
、

「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
茶
生
産
体
制
の
再
構
築

と
持
続
可
能
な
経
営
体
の
育
成
」
を
目
指
し
、
国

内
外
の
需
要
に
応
じ
た
茶
の
生
産
体
制
の
整
備
や

効
率
的
・
持
続
的
な
農
地
の
利
用
に
向
け
た
取
組

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
農
村
整
備
部
門
に
お
い
て
は
、「
農

の
営
み
を
支
え
る
戦
略
的
な
生
産
基
盤
づ
く
り
」、

「
農
の
暮
ら
し
を
育
む
多
様
な
邑
づ
く
り
」
を
基

本
施
策
と
し
、
茶
園
等
の
基
盤
整
備
や
農
業
水
利

施
設
の
更
新
整
備
、
農
業
用
た
め
池
等
の
防
災
・

減
災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
・
林
業
部
門
で
は
、
ド
ロ
ー
ン

や
航
空
レ
ー
ザ
に
よ
る
高
精
度
森
林
情
報
の
活
用

な
ど
の
先
端
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
担
う
林
業
・
木
材
産
業
の
グ
リ
ー
ン

成
長
を
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
森
林
づ

く
り
や
路
網
整
備
の
取
組
に
よ
り
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
。

［
前
職
］
経
済
産
業
部
　
農
芸
振
興
課
長

大区画整形に整備された朝生原地区の茶園
（牧之原市静谷）

林道本城下泉線
（榛原郡川根本町東藤川）
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御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長

　
栁
原 

一
貴
　
氏

〇
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

当
事
務
所
で
は
、
御
前
崎
市
か
ら
牧
之
原
市
に

か
け
て
位
置
す
る
重
要
港
湾
の
御
前
崎
港
と
、
牧

之
原
市
内
に
位
置
す
る
地
方
港
湾
の
相
良
港
及
び

榛
原
港
の
3
港
を
主
に
所
管
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
国
際
海
上
輸
送
の
拠
点
で
あ
る
御

前
崎
港
は
、
背
後
圏
で
あ
る
県
中
西
部
地
域
の
自

動
車
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
産
業
を
物

流
面
で
支
え
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
リ
ン
レ
ジ

ヤ
ー
へ
の
利
用
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
な
ど
地
域

の
賑
わ
い
の
拠
点
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
で
は
、
今
年
4
月
に
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
が
初
寄
港
、
ウ
エ
ス
テ

ル
ダ
ム
が
寄
港
す
る
な
ど
、
今
後
ク
ル
ー
ズ
船
の

利
用
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
名
高
速
道
路
や
新
東
名
高
速
道
路
、

富
士
山
静
岡
空
港
と
御
前
崎
港
を
結
ぶ
地
域
高
規

格
道
路
「
金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路
」
は
本
年
度
に

国
道
1
号
菊
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
倉
沢
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間

が
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
完
成
す
れ
ば

陸
・
海
・
空
の
広
域
交
通
拠
点
が
結
ば
れ
、
交
通

ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
、
大
規
模
災
害
等

か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
津
波
対
策
施
設

な
ど
の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化

対
策
を
行
い
な
が
ら
、
港
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

す
る
た
め
の
港
湾
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

特
に
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
緊
急
物
資
の
輸

送
拠
点
と
な
る
御
前
崎
港
で
は
、
胸
壁
等
津
波
対

策
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
着
実
に
進
捗
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
想
定
を
超
え
る
津
波
に
対

し
て
も
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
国
直
轄
事
業
に

よ
る
防
波
堤
の
粘
り
強
い
構
造
化
も
促
進
し
、
複

合
的
な
津
波
対
策
に
よ
り
御
前
崎
港
の
強
靭
化
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
界
は
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
一
昨
年
の
台
風
15
号
や
昨
年
の
台
風
2
号

な
ど
、
台
風
の
大
型
化
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
増
大

や
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
道

路
等
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
は
建
設
業
界
の
献

身
的
な
協
力
な
く
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
就
業
者
の

減
少
が
進
行
す
る
な
か
で
社
会
資
本
整
備
の
担
い

手
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
や
社
会
的
な

要
請
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携

し
て
、
働
き
方
改
革
に
よ
り
建
設
産
業
の
魅
力
を

高
め
て
担
い
手
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高
度
通

信
技
術
や
新
技
術
新
工
法
を
積
極
的
に
活
用
し
、

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
建
設
業
界

の
皆
様
と
連
携
協
力
し
、
夢
や
誇
り
の
持
て
る
魅

力
あ
る
建
設
産
業
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ダイヤモンド・プリンセス寄港時の
はいばら太鼓演奏

ウエステルダム

［
前
職
］
交
通
基
盤
部
　
技
術
調
査
課
長



4 広報誌創る vol.168

藤
枝
市
長

　
北
村
　
正
平
　
氏

■
は
じ
め
に

　

こ
の
た
び
、
藤
枝
市
長
と
し
て
引
き
続
き
、
５

期
目
の
市
政
経
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
想
像
を
超
え
る
速
さ
で
進
む
人
口
減

少
や
長
期
に
亘
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
な
ど
は

社
会
の
在
り
方
を
も
一
変
さ
せ
て
お
り
、
大
変
不
安

定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、「
誰
も
が
安
心
し
て
健

康
に
暮
ら
し
、
希
望
の
持
て
る
ま
ち
」
を
築
く
た
め
、

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
藤
枝
市
の
未
来
に
向
け
て

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策
に
よ
り
、

多
く
の
人
に
選
ば
れ
、
元
気
な
ま
ち
に
成
長
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
目
下
の
不
安
定
な
世
の
中
が
、

地
方
の
自
治
体
に
も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
は
今
年
、
市
制
施
行
70
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
希
望
あ
る
明
る
い
未
来
に
向
け
て
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
す
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
４
つ
の
方
針

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
４

つ
の
Ｋ
（
健
康
・
教
育
・
環
境
・
危
機
管
理
）
を
基

本
と
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
基
盤
の
上
に
収
斂
し
、

変
革
に
よ
り
成
長
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．「
広
域
連
携
の
強
化
」

　

ま
ず
は
、
よ
り
地
域
間
競
争
が
進
む
中
で
、
圏

域
全
体
の
経
済
力
、
吸
引
力
を
高
め
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
現
在
進
め
て
い
る
５
市
２
町

（
本
市
、
静
岡
市
、
島
田
市
、
焼
津
市
、
牧
之
原
市
、

吉
田
町
、
川
根
本
町
）
に
よ
る
「
し
ず
お
か
中
部

連
携
中
枢
都
市
圏
」
の
取
組
を
よ
り
強
化
し
、
協

力
し
て
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
呼
び
込
む
力
強
い
経

済
圏
を
確
立
し
ま
す
。

２
．「
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
成
長
戦
略
の
確
立
」

　

本
市
の
強
み
、
資
源
で
あ
り
、
世
界
的
な
成
長

分
野
で
も
あ
り
ま
す
「
食
と
農
」「
健
康
・
医
療
」

を
結
び
付
け
、
新
た
な
製
品
や
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
出
す
地
域
に
根
付
い
た
産
業
を
確
立
し
、
中

小
企
業
や
農
業
と
連
動
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、同
じ
く
本
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
り
ま
す
、サ
ッ

カ
ー
を
中
心
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
も
連
動
さ
せ

た
「
藤
枝
シ
テ
ィ
・
ト
レ
セ
ン
構
想
」
も
本
格
的
に

始
動
し
、
国
内
外
か
ら
関
係
人
口
や
交
流
人
口
を

拡
大
し
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
を
進
め
ま
す
。

３
．「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
支
援
」

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
子
ど
も
、
子

育
て
の
支
援
、
そ
し
て
高
齢
者
の
支
援
を
両
輪
で
、

重
点
的
に
進
め
ま
す
。
本
市
で
は
こ
の
春
、「
こ
ど

も
基
本
条
例
」、「
認
知
症
条
例
」
を
施
行
し
ま

し
た
が
、
今
後
、
当
事
者
は
も
と
よ
り
、
そ
の
家

庭
も
含
め
、
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
や
出
産
・
育
児
の
希
望
が
本
市
で

叶
う
よ
う
、
妊
娠
や
出
産
を
支
え
る
仕
組
み
、
高

齢
者
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
、
安
心
で
き
る
日
常

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
的
な
生
活
支
援
の

仕
組
み
も
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．「
若
者
、女
性
が
輝
き
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

　

本
市
に
お
い
て
、若
い
世
代
、女
性
が
希
望
を
も
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
己
実
現
で
き
る
環
境
を
整
え

ま
す
。
ま
ず
は
、
ま
ち
自
体
の
魅
力
を
高
め
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
藤
枝
駅
を
核
と
し
た
中

心
市
街
地
や
、
旧
東
海
道
の
街
道
沿
い
の
旧
市
街

地
、
瀬
戸
谷
・
朝
比
奈
地
区
の
中
山
間
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
将
来
へ
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
、
小
中
学
校
か
ら
の
英
語
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
社

会
実
践
力
の
あ
る
教
育
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
学

び
の
場
を
提
供
す
る
藤
枝
市
民
大
学
で
の
教
育
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、“
教
育
に
魅
力
が
あ
る
都
市
”

づ
く
り
も
進
め
ま
す
。

■
結
び
に

　

極
め
て
不
安
定
で
不
確
実
な
社
会
の
中
で
、
明

る
い
未
来
向
け
、
市
政
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま

り
ま
す
。
私
は
、
市
民
の
皆
様
の
「
幸
せ
」
こ
そ

が
、
本
市
の
明
る
い
未
来
へ
の
力
で
あ
り
、
こ
の
大

き
く
変
革
す
る
社
会
を
切
り
拓
く
力
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
と
も
、地
域
の
発
展
の
た
め
、（
一
社
）

島
田
建
設
業
協
会
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
し
、

希
望
を
持
て
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
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　このたび、一般社団法
人　島田建設業協会の会
長に就任いたしました山
田壽久でございます。
　梶山　基副会長と、新
たに副会長に就任されま
した岡村延昌理事、植田
進理事の３人の副会長並
びに役員の皆様、さらに
協会会員の皆様のご協力

を戴き、島田建設業協会のより一層の発展に努めて
参りたいと思っております。
　さて、本年１月には能登半島地震により甚大な災
害が発生致しました。私共静岡県内におきましても
南海トラフ地震の発生が長い間想定されており、地
域の守り手としての建設業に課せられた役割はたい
へん大きくなっております。
　しかしながら、現在建設業界は、若者の入職者の
減少や従事者の高齢化が進み、担い手の確保と共に

　（一社）島田建設業協会及び建災防島田分会並び
に島田地区建設事業協同組合は、５月１４日(火)に島
田建設業会館会議室において、令和６年度第１回総
会を開催しました。
　冒頭、朝倉会長は、「少子高齢化の進展により、若
者の入職者の減少と従事者の高齢化が進み、担い手
の確保と共に技術の継承にも懸念が生じている。こ
の４月から適用された時間外労働の罰則付き上限規
制などの働き方改革を従事者の処遇改善の好機として、
建設業を働きやすい職場改善に繋げていきましょう」

技術の継承にも懸念が生じております。
　また、本年４月から適用されました時間外労働の
罰則付き上限規制への対応や週休２日制の完全実施
などを、建設従事者の皆さんの処遇改善の好機とし
てとらえ、建設業を働きやすい職場へと改善してい
く必要があります。
　このような中にあって、地域を支える建設業が着
実に発展し、将来に亘ってその社会的役割を果たし
ていくためには、会員企業や行政・関係団体の皆様
と緊密な連携を図り、事業量の確保や、生産性の向
上、また働き方改革を推進し、何よりも、良質な建
設サービスの提供に努めることにより「魅力ある地
域建設業」の持続的発展に向けて、精一杯努力して
参りたいと思っております。
　今後の島田建設業協会が、公益的な活動を通じて、
地域に貢献するとともに、協会会員の皆様にとりま
して、有益となる活動をさらに推進して参りたいと
思います。今後とも、より一層のご理解とご協力を
賜りますようよろしくお願い申し上げます。

と呼び掛けました。
　この後議案審議に入り、（一社）島田建設業協会、
建災防島田分会及び島田地区建設事業協同組合の事
業報告と収支決算報告並びに協会と事業協同組合の
役員の任期満了に伴う理事及び監事の選任案などが
上程され、審議の結果、すベての議案が全会一致で
承認されました。
　また、新たな正副会長として、新会長に山田壽久氏

（新任）、副会長に梶山基氏（再任）、岡村延昌氏（新任）、
植田進氏（新任）がそれぞれ選任されました。

山田壽久会長　就任あいさつ

令和６年度定時総会を開催　新会長に山田壽久氏
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一般社団法人　島田建設業協会　新役員紹介
　役員の任期満了に伴い、令和６年５月１４日の定時総会において、（一社）島田建設業協会、建災防島田分会及び

島田地区建設事業協同組合の役員が選任されたので紹介いたします。

理事　朝倉純夫
大河原建設㈱

会　長　山田壽久
㈱山田組

副会長　梶山　基
㈱梶山組

理事　鈴木　徹
㈱鈴木土建

理事　橋本勝策
㈱橋本組

副会長　岡村延昌
岡村建設工業㈱

理事　古川賢吾
フルカワクリエイト㈱

理事　山本利彦
㈱グロージオ

理事　紅林眞之
㈱丸　紅

理事　山岸　豊
山岸建設㈱

理事　原　廣太郎
㈱原小組

理事　菊池松巳
㈱柳澤組

副会長　植田　進
㈱加藤組

理事　増田雄也
相良建設㈱

理事　大石真也
大石建設㈱

専務理事　原田久仁一
事務局長

監事　村松章典
㈱丸川組

監事　落合直人
㈱金谷工務店

監事　木村紘子
㈱木村組



委員会名 総務委員会 広報委員会 労務委員会 土木・
建築委員会

環境･
災害対策委員会 安全委員会

建設業労働災害防止協会
災防委員会

県協会
役員 −

植田　　進
㈱加藤組

紅林　眞之
㈱丸紅

−
岡村　延昌

岡村建設工業㈱
−

常任幹事
山本利彦

㈱グロージオ

担当
副会長

梶山　　基
㈱梶山組

植田　　進
㈱加藤組

植田　　進
㈱加藤組

梶山　　基
㈱梶山組

岡村　延昌
岡村建設工業㈱

岡村　延昌
岡村建設工業㈱

−

委員長 原 　廣太郎
㈱原小組

古川　賢吾
フルカワクリエイト㈱

紅林　眞之
㈱丸紅

山田　壽久
㈱山田組

岡村　延昌
岡村建設工業㈱

山本　利彦
㈱グロージオ

山本　利彦
㈱グロージオ

副委員長 山岸　　豊
山岸建設㈱

三村　秀雄
三村建設㈱

本橋　孝洋
本橋建設㈱

村松　章典
㈱丸川組

増田　雄也
相良建設㈱

落合　直人
㈱金谷工務店

落合　直人
㈱金谷工務店

委　員 橋本　勝策
㈱橋本組

八木　利寛
佐藤建設㈱

梅原　克則
㈱橋本組

橋本　勝策
㈱橋本組

杉山 裕巳
㈱杉山工務店

小泉　雄弘
㈱橋本組

小泉　雄弘
㈱橋本組

〃 岡村　延昌
岡村建設工業㈱

横井　秀明
㈱山田組

大石　  徹
㈱山田組

朝倉　大輔
大河原建設㈱

箸　　正直
㈱グロージオ

植田 　 優
木下建設工業㈱

植田 　 優
木下建設工業㈱

〃 山田　壽久
㈱山田組

山本　利彦
㈱グロージオ

西川　　稔
角丸建設㈱

山本　利彦
㈱グロージオ

天王沢　雄之
池村建設㈱

富永　英之
㈱原川土木

富永　英之
㈱原川土木

〃 村松　章典
㈱丸川組

大場　祐一郎
㈱エコワーク

伊藤　干城
㈱鈴竹

青島　英昭
興和建設㈱

下田　晴久
㈱特種東海フォレスト

大石　  徹
㈱山田組

大石　  徹
㈱山田組

〃 朝倉　純夫
大河原建設㈱

中林 功徳
㈱中林建設

大石　真也
大石建設㈱

池田　　豊
大井建設㈱

高橋　浩司
高橋建設㈱

小林　大介
㈱杉山工務店

小林　大介
㈱杉山工務店

〃 木村　紘子
㈱木村組

原　　王彦
㈱原小組

鈴木　淳二
徳山建設㈱

茂川　雅裕
マルキ建設㈱

石川　祥也
大石建設㈱

北村　泰士
㈱丸川組

北村　泰士
㈱丸川組

〃 植田　　進
㈱加藤組

大石　健仁
大石建設㈱

神田　優一
㈱神田組

増田　雄也
相良建設㈱

梶山　　基
㈱梶山組

青島　利浩
大河原建設㈱

青島　利浩
大河原建設㈱

〃 鈴木　　徹
㈱鈴木土建

辻川　喜弘
㈱木村組

小塚　辰巳
小塚建設㈱

高須　良彦
㈱エコワーク

高須　良彦
㈱エコワーク

〃 菊池　松巳
㈱柳澤組

鈴木　　徹
㈱鈴木土建

田㟢　弘幸
㈱田崎組

田㟢　弘幸
㈱田崎組

〃 神田　耕一郎
㈱神田組

植田　和之
㈱加藤組

植田　和之
㈱加藤組

〃 増田　　幹
相良建設㈱

増田　　幹
相良建設㈱

〃 八木　保之
共和建設㈱

八木　保之
共和建設㈱

〃 鈴木　丈昌
徳山建設㈱

鈴木　丈昌
徳山建設㈱

〃 菊池　　寛
㈱柳澤組

菊池　　寛
㈱柳澤組

令和６・７年度　（一社）島田建設業協会委員会  委員名簿 
任期：令和６年５月１４日～令和８年５月定時総会

※建災防災防委員任期
令和6年4月1日～令和8年3月31日

7広報誌創る vol.168
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つた家つた家
島田市プラザ
おおるり

島田市役所

田子重

出雲大社
島田講社

島田税務署

381

めぐり
No.08　つた家

MAP

商　　号 　つた家
営業時間　17：00~23：00
定 休 日　日曜日
住　　所　�427-0042　島田市中央町6-1
席　　数　<カウンター>10名　
　　　　　<小上り>4名×3席　<座敷>5~20名
電話番号　0547-35-3606
駐 車 場　６台

　

今
回
ご
紹
介
す
る
お
店
は
、
島

田
市
中
央
町
の
「
つ
た
家
」
さ
ん

で
す
。

　

つ
た
家
さ
ん
は
、
素
材
に
こ
だ

わ
り
抜
い
た
四
季
折
々
の
天
ぷ
ら

が
評
判
で
、
厳
選
し
た
季
節
の
鮮

魚
も
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
お
店
一
番
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
生
も
つ
を
使
用
し
、
味

噌
仕
立
て
で
時
間
を
か
け
て
煮
込

ん
だ
「
も
つ
煮
」
で
す
。
さ
ら
に

10
～
３
月
頃
ま
で
は「
ふ
ぐ
ち
り
」

も
味
わ
え
ま
す
。
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令和5年度  岡出山小路整備工事 【株式会社山田組】

工事のポイント

◦  工事概要  ◦

工 事 名� 令和5年度　岡出山小路整備工事
工事箇所� 藤枝市　藤枝五丁目　地内
工　　期� 令和5年5月29日～令和6年3月31日
施 工 者� 株式会社山田組
発 注 者� 藤枝市
現場代理人� 八木　悠登
工事概要� 敷地造成工� 1式
� 植栽工� 1式
� 給排水設備工� 1式
� 電気設備工� 1式
� 園路広場整備工� 1式
� サービス施設整備工� 1式
� 修景施設整備工� 1式
� 管理施設整備工� 1式

　当工事は、静岡理工科大学建築学科
長尾亜子研究室のご提案を基礎として、
産学官提携で事業を進め、細部にわた
り議論を重ね構想を実現させるための
配慮をし施行を行いました。

作業状況

着工前真上

着工後真上

着工前南側

着工後南側 完成夜間

完成

着手前

工事施工箇所
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名� 令和5年度　一級河川伊久美川
� 緊急自然災害防止対策工事（落差工）
工事箇所� 島田市伊久美地先
工　　期� 令和5年9月７日～令和6年2月20日
施 工 者� 株式会社エコワーク
発 注 者� 静岡県島田土木事務所
現場代理人� 中村　侑哉
工事概要� 施工延長� 21.9ｍ
� 掘削工� 30m3
� 置換コンクリート� 20m3
� 遮水コンクリート� 3m3
� 根固めブロック� 4個
� 大型土のう袋� 447袋
� 工事用道路� 98ｍ

令和5年度  一級河川伊久美川緊急自然災害防止対策工事（落差工）【株式会社エコワーク】

工事のポイント

　本工事は、一級河川伊久美川の補修に伴う施設整備を目的
とし、落差工修繕及び、魚道新設をする工事でした。今回は
右岸側の落差工を施工ました。川幅が狭く、施工基面が河床
よりも深いため水を回すのに苦労しました。また、構造物の
通り、天端のカーブを特に留意して施工しました。

着手前

作業状況

工事施工箇所
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工事のポイント

◦  工事概要  ◦

工 事 名� 令和4年度
� 相良須々木海岸高潮対策工事（防潮堤工その2）
工事箇所� 牧之原市地頭方地先
工　　期� 令和5年2月2日～令和6年2月29日
施 工 者� 大石建設株式会社
発 注 者� 静岡県島田土木事務所
現場代理人� 村松　高明�
工事概要� 施工延長� 48.1m
� 残存型枠工� 1,319㎡
� コンクリート工� 3,227㎡
� 排水構造物工� 24m
� 築堤盛土工� 2,760㎡

　本工事は、コンクリート工事が施工
の過半を占めており、品質に影響を与
える気候の変化等に注意して施工しま
した。

令和4年度  相良須々木海岸高潮対策工事（防潮堤工その2） 【大石建設株式会社】

ボックスカルバート布設状況

完成

着手前

作業状況

工事施工箇所
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◦  工事概要  ◦

工 事 名� 令和４年度
� 林業用施設災害復旧事業林道日掛線災害復旧工事
工事箇所� 島田市川根町笹間上地内
工　　期� 令和5年3月30日～令和5年12月15日
施 工 者� マルキ建設株式会社
発 注 者� 島田市
現場代理人� 山本　尚樹�
工事概要� EPS軽量盛土工� 154m3

令和４年度  林業用施設災害復旧事業  林道日掛線災害復旧工事【マルキ建設株式会社】

工事のポイント

　壁面材とブロックの一体型で単曲線がかかっており
ブロックの加工が主な作業となりました。

作業状況

掘削完了

完成

着手前

工事施工箇所
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令
和
６
年
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
６
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
12
日
㈮
に
藤
枝
市
の
藤
枝
四
川
飯
店
に

お
い
て
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
井
林

衆
議
院
議
員
と
牧
野
参
議
院
議
員
を
来
賓
に
迎

え
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、
黙
と
う
を
し
ま
し
た
。
新
年

の
挨
拶
で
朝
倉
会
長
は
、「
地
域
の
建
設
業
は
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
の
他
、
災
害
時

に
は
最
前
線
で
活
動
す
る
地
域
の
守
り
手
と
し

て
、
大
き
な
社
会
的
責
任
と
重
要
な
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
」
と
話
し
、
担
い
手
の
高
齢
化

や
若
手
入
職
者
の
減
少
と
い
っ
た
構
造
的
な
問

題
な
ど
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
に

も
触
れ
、「
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
当
日
は
32
名
が
出
席
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
や
情
報
を
交
換
す
る
機
会
と
な

り
、
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

島
田
工
業
高
校
へ
の

建
通
新
聞
贈
呈
式
を

実
施
し
ま
し
た

　

島
田
工
業
高
校
の
高
校
生
に
、

建
設
産
業
の
取
り
組
み
な
ど
建

設
専
門
誌
を
通
し
て
伝
え
、
担

い
手
育
成
を
図
る
た
め
、
当
協

会
が
新
た
な
事
業
と
し
て
、「
建

通
新
聞　

静
岡
」
の
通
年
購
読

支
援
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

１
月
23
日
㈫
に
朝
倉
会
長
が

石
川
校
長
を
訪
ね
、
購
読
に
関

す
る
贈
答

目
録
及
び

綴
じ
込
み

を
手
渡
し

ま
し
た
。

国
土
交
通
省
浜
松

河
川
国
道
事
務
所

と
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

１
月
26
日
㈮
に
浜
松
河
川
国

道
事
務
所
の
名
久
井
所
長
ほ
か

幹
部
職
員
と
正
副
会
長
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
事
務
所
か
ら
は
総
合
評
価
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
、
５
年
度

補
正
予
算
、
工
事
事
故
発
生
状

況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
が

あ
り
、
そ
の
後
、
協
会
か
ら
の

意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建

災
防
島
田
分
会
は
、
３
月
12
日
㈫
に

令
和
５
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
朝
倉
会
長
は
「
国
土
強
靭

化
基
本
計
画
に
基
づ
く
対
策
が
進
め

ら
れ
る
中
、
地
域
建
設
業
は
地
域
の

守
り
手
と
し
て
大
き
な
社
会
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
建
設
産
業
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
働
き
方
改
革
の
加

速
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り
、
令
和
６

年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算

案
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
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令
和
５
年
度
建
設
雇

用
改
善
優
良
事
業
所

知
事
褒
賞
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

今
年
度
初
め
て
の
「
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
」
と
第
１
回
災
防

委
員
会
を
実
施

　

静
岡
県
で
は
雇
用
改
善
の
上
で
模

範
と
な
る
業
績
の
あ
っ
た
建
設
事
業

所
を
表
彰
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度

の
優
良
事
業
所
と
し
て
、
当
協
会
か

ら
は
、
鈴
木
土
建
と
岡
村
建
設
工
業

の
２
社
が
受
賞
し
、
表
彰
式
が
令
和

６
年
３
月
21
日
㈭
に
県
庁
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
㈭
午
前
中
に
島
田
労
働
基
準
監
督
署
及

び
島
田
土
木
事
務
所
と
の
今
年
度
初
の
合
同
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
安
全
指
導
者
ほ
か
22
名
が
９
の

指
導
工
事
現
場
に
分
か
れ
、
各
現
場
に
お
い
て
安
全

指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
前
の
打
合
せ

で
は
、
山
本
災
防
委
員
長
が
「
昨
年
度
は
重
大
な
事

故
は
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
い
つ
事
故
が
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
気
を
引
き
締
め
、
互
い
に
確

認
し
合
っ
て
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、
労
基
の
土
屋
監
督
官
が
労
働

災
害
発
生
状
況
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

島
田
・
金
谷
地
区
で
は
、
国
道
４
７
３
号
と
相
賀

谷
川
の
災
害
復
旧
現
場
を
訪
れ
、
作
業
現
場
や
現
場

事
務
所
、
掲
示
物
を
確
認
し
、
適
切
な
安
全
対
策
を

指
導
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
第
１
回
災
防
委
員
会
を
実
施
し
、
建
災

防
静
岡
県
支
部
長
表
彰
の
候
補
者
の
選
定
や
、
安
全

標
語
・
け
ん
せ
つ
川
柳
の
募
集
、
研
修
旅
行
や
労
働

災
害
再
発
防
止
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
し
て

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

４
月
６
日
㈯
か
ら
15
日
㈪
ま
で
の
10

日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

事
故
ゼ
ロ
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
当
協
会
も
地
域
と
連
携
し
て
こ

の
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
運
動

期
間
中
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
の

掲
示
や
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

無
事
故
無
災
害
を

願
っ
て
!!

安
全
祈
願
祭
を
開
催

し
ま
し
た

　

４
月
16
日
㈫
に
建
災
防
島
田
分
会
は
、

年
度
初
め
に
あ
た
り
工
事
の
安
全
祈
願
を
、

島
田
市
の
「
大
井
神
社
」
で
行
い
、
１
年

間
の
無
事
故
無
災
害
を
祈
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
協
会
の
正
副
会
長
、
災
防
委

員
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
小
坂
署
長
と

島
田
土
木
事
務
所
吉
村
次
長
ら
22
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
朝
倉
分
会
長
は
「
昨
年
度
、

当
分
会
管
内
で
は
工
事
中
の
死
亡
災
害
は

発
生
し
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
無
事
故
無
災
害
を
目
指

し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。



国
土
交
通
省
静
岡
国
道

事
務
所
と
静
岡
河
川
事

務
所
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
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全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
・
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
表
彰

等
を
多
数
の
会
員
が
め
で
た
く
受
賞

　

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
会
社
ま
た
は
個
人
を
表
彰
す
る
（
一
社
）
全
国
建
設

業
協
会
長
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
建
設
業
団
体
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会
か
ら
も
多
数

の
会
社
及
び
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

　

２
条
３
号　

朝
倉　

純
夫　
（
大
河
原
建
設
㈱ 

）

　

２
条
４
号　

若
杉　

光
嘉　
（
若
杉
建
設
㈱
）

　

５
条　
　
　

大
西　

耕
一　
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　
　
　
　
　

小
栁
津
佳
久　
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

　

２
条
２
号　

紅
林　

眞
之
（
㈱
丸
紅 

）

　

２
条
４
号　

茂
川　

雅
裕
（
マ
ル
キ
建
設
㈱ 

）

　

５
条　
　
　

法
月　

利
春
（
㈱
橋
本
組 

）

　
　

〃　
　
　

藁
科　

敦
之
（
㈱
橋
本
組 

）

　
　

〃　
　
　

大
窪　

政
紀
（
㈱
原
川
土
木 

）

　
　

〃　
　
　

石
本　

和
男
（
㈱
原
川
土
木 

）

　
　

〃　
　
　

清
水　

克
弥
（
㈱
山
田
組 

）

　
　

〃　
　
　

谷
口　

智
己
（
㈱
山
田
組 

）

　
　

〃　
　
　

森
田　

由
一
（
大
河
原
建
設
㈱ 

）

　
　

〃　
　
　

塩
澤　
　

潤
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ 

）

　
　

〃　
　
　

秋
定　

英
寿
（
㈱
鈴
木
土
建 

）

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

隆
之
（
㈱
柳
澤
組 

）

　

６
条　
　
　

奥
野
香
代
子
（（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
）

第
40
回
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞
表
彰

　

土
木
部
門　

優
秀
賞

　
　

大
河
原
建
設
㈱

　
　
　

令
和
３
年
度
（
主
）
島
田
吉
田
線
橋
梁
補
修
工
事
（
谷
口
橋
補
修
工
）

　

土
木
部
門　

優
良
賞

　
　

㈱
橋
本
組

　
　
　

令
和
４
年
度
大
井
川
阪
本
護
岸
整
備
工
事

　

建
築
部
門　

優
良
賞
（
Ａ
部
門
）

　
　

大
河
原
建
設
㈱

　
　
　

ヤ
マ
ミ
水
産
株
式
会
社　

本
社
工
場
新
築
工
事

（
一
社
）
全
国
中
小
建
設
業
協
会
長
表
彰

　

３
条
１
号　

落
合　

直
人
（
㈱
金
谷
工
務
店
）

（
一
社
）
静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
表
彰

　

表
彰
状
１　

山
岸　
　

豊
（
山
岸
建
設
㈱
）

　

協
会
及
び
技
士
会
主
催
で
、
６
月
６
日

㈭
に
㈱
建
設
シ
ス
テ
ム　

テ
ク
ニ
カ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
の
鈴
木　

淳
様
を
講
師

と
し
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
と
３
次
元

デ
ー
タ
納
品
工
事
」「
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用

し
た
現
場
管
理
」、
ア
サ
ク
ラ
ソ
フ
ト
㈱

東
京
営
業
所
の
井
田　

寧
様
を
講
師
と
し

て
、「
建
設
業
Ｄ
Ｘ
化
を
加
速　

現
場
の

段
取
り
か
ら
施
工
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
の
３
つ
の
講
習
会
を
開

催
し
、
16
社
32
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、
現
場
で
の
活
用
事
例
の

解
説
や
事
務
所
作
業
の
軽
減
方
法
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
、
関
連
の
シ
ス
テ
ム
や

ア
プ
リ
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

協
会
員
の
施
工
技
術
向

上
の
た
め
の
技
術
者
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月
５
日
㈬

に
国
土
交
通
省

静
岡
国
道
事
務

所
と
静
岡
河
川

事
務
所
と
の
意

見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会

で
は
、
今
年
度

の
事
業
概
要
に

つ
い
て
同
事
務
所
か
ら
情
報
提
供
が
あ
り
、

能
登
半
島
地
震
及
び
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備

え
、
防
災
体
制
へ
の
人
員
派
遣
、
各
種
訓

練
へ
の
参
加
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。



築こうみんなのゼロ災職場災害防止への取り組み災害防止への取り組み

【電子申請方式の操作方法についてのお問合せ先】　０１２０－００６－１７５　平日９：００～１７：００

建退共静岡県支部　〒420-0851　静岡市葵区黒金町11－7ー12階　TEL 054‐255-6846

建退共の掛金が電子申請で納付可能になりました！建建設設事事業業主主ののみみななささまま

➊➊電電子子申申請請方方式式ととはは
証紙に代わる「退職金ポイント」という電子ポイントを

事前に購入し、被共済者の就労日数を登録した「就労実

績ファイル」により、個々の被共済者の掛金として充当

するものです

❷❷電電子子申申請請方方式式のの申申しし込込みみ方方法法はは
電子申請方式申込書をダウンロードし建退共支部に提出

電電子子申申請請方方式式ののメメリリッットト
①金融機関で証紙を購入する必要はありません

②手帳への証紙貼付や下請への現物交付が不要

③共済証紙受払簿の作成・管理が不要

④新規手帳申込等がオンライン申請できます

⑤加入履行証明願の作成が負担軽減

16 広報誌創る vol.168

　日頃から建災防の活動にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。

　労働災害発生状況を見たとき墜落･転落災害で痛い思いをする仲間が絶えません。

　この災害を無くすため、器具の向上、作業場の向上、作業方法等々の向上が図られ、パトロールで廻

らせて頂いても、不安を感じる現場はほとんど無い様に感じますが何故かと思い考えてみました。

　現場作業の状況等でたぶん大丈夫だろうと思えることがあると思います。

それの、たぶん、だろうを疑問符にして、やっといて良かった、付けといて良かった等々、良かったと

思える一手間を自分や作業員と探り実行したいと考え直します。

　簡単に言えても実働は大変なことが多くあると思いますが、安全はすべてにおいて最優先、自分を含め

誰かを守ることにつながることを心構えにこれからのパトロールに取り組ませていただきたく思います。

　何方様も痛い思い、命を奪われる事無く、安全作業が行われます様祈ります。

� 災防委員　徳山建設㈱　鈴木丈昌

Ｒ６．５建災防パトロール（県土木事務所同行）による掲示物等確認



戦国武将・柴田勝家の家臣を先祖にもち、江戸時代には相良の大庄屋と
して隆盛を誇った大鐘家。その住宅を保存・公開している。５月～７月
中旬にかけては、約１万本のアジサイが開花。多くの見物客で賑わう。
秋は菊花祭、冬～春はつるし雛展を開催。所要30分（アジサイの時期は
45分～１時間）。９～10月中旬には酔芙蓉（すいふよう）が咲く。

大鐘家のコメント
表
紙
解
説

令和５年度（令和６年１月～３月）

●総会
　令和５年度第２回総会� ３月12日㈫　当協会
　　令和６年度事業計画（案）について　ほか
●新年賀詞交歓会� １月12日㈮　藤枝四川飯店
●理事会
　第４回理事会� １月12日㈮　藤枝四川飯店
　　新年賀詞交歓会の開催について　ほか
　第５回理事会� ３月12日㈫　当協会
　　令和５年度第２回総会提出議案について
　　正副会長候補の選出について　ほか
●正副会長会議
　第６回会議� １月12日㈮　牧之原市内
　　第４回理事会提出議案について　ほか
　第７回会議� ２月７日㈬　当協会
　　優秀施工者表彰候補者の選定について　ほか
　第８回会議� ３月12日㈫　当協会
　　第５回理事会提出議案について　ほか
●広報委員会
　広報誌167号発行� １月初旬
●環境・災害対策委員会
　　県中部地域道路啓開検討会
� � ２月15日㈭　ＷＥＢ　
●委員長会議� ２月７日㈬　当協会 
　　令和６年度事業計画（案）について　ほか
●建災防島田分会
　第２回災防委員会� １月30日㈫　当協会
　　令和６年度事業計画（案）について　ほか
　安全パトロール
　　１月30日㈫� 　　　５地区
　　３月５日㈫� 　　　５地区

令和６年度（令和６年４月～）

●総会
　令和６年度第１回総会� ５月14日㈫　当協会
　　令和５年度事業報告について　ほか
●理事会
　第１回理事会� ５月14日㈫　当協会
　　総会議案の審議　ほか
●監査
　令和５年度監査� ４月16日㈫　当協会

●正副会長会議
　第１回会議� ４月16日㈫　大井神社
　　今後の主要行事について　ほか
　第２回会議� ５月14日㈫　当協会
　　今後の主要行事について
　　第１回役員会の議題について　ほか
　第３回会議� ５月31日㈮　牧之原市内
　　今後の主要行事について　ほか
●総務委員会
　春の交通安全県民運動への参加
� � ４月６日㈯～ 15日㈪　全会員
●広報委員会
　第１回委員会� ４月10日㈬　当協会
　　168号の企画
　第２回委員会� ６月５日㈬　島田市内
　　168号の校正
●労務委員会
　第１回委員会� ４月23日㈫　当協会
　　親子現場見学会について
●土木・建築委員会
　静岡国道・静岡河川事務所との意見交換会
� � ６月５日㈬　当協会
　技術者講習会� ６月６日㈭　当協会
●環境・災害対策委員会
　災害対策用機械操作訓練
　　静岡国道事務所、静岡河川事務所主催
� � ６月12日㈬　安倍川河川敷
●建災防島田分会
　安全祈願祭� ４月16日㈫　大井神社
　第１回災防委員会� ５月９日㈭　当協会
　　支部長安全表彰受賞候補者の推薦について　ほか
　安全パトロール
　　５月９日㈭　５地区
●今後の予定
　島田地区建設業労働災害防止安全大会
� � ７月２日㈫　夢づくり会館
　親子現場見学会� ８月８日㈭
　　国道１号静清バイパス（清水立体）工事現場
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